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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 皮膚科診察について

野沢Ｄｒ不調の為入院する事になり、今後の皮膚科診察を、主治医が精神療法と合わせて行う事となります。診察に付いたスタッフは、パソコン上の皮膚科治療箋・医事に下ろす実施箋・軟膏と一緒に保管している処置確認板を修正して下さい。

又、木曜日の皮膚科担当についたスタッフは、皮膚科治療箋を打ち出してください。

・採血時間記入について検査報告書（水色とピンク色の用紙）と検査管理伝票の両方に採血時間を明記するよう各病棟での記入の徹底をお願いします。
・チーフ変更のお知らせ

4/16（木）準夜チーフを中村　美奈子SGM→濱谷　香桜理さんに変更となります。

・オンコール変更のお知らせ

　11日　小向ＳＧＭ→谷藤SGM

13日　谷藤→小向ＳＧＭ

当番表は訂正しています。

・今まで乾燥機の配管がゴム管となっており、危険性が高いとの事で、ゴム管より、専用の配管の取り付けをし、終了しています。

＜患者様連絡事項＞

・元沢　政治様～本日弟様の面会があり、18,000円（床屋代含む）のお小遣と、煙草2箱差し入れがありました。本人へ8,000円渡しており、床屋へ行く際スタッフ預かり金より、3,000円本人へ渡してください。

・戸賀沢　潔様～本日4/15（水）9：00～14：00　ご家族様付き添いにて買い物目　　　

的で外出しています。帰院時大量に嗜好品を購入して来る事があり、振り返りを行っています。

ご家族様より、買い物の際、一人で買い物させた事話されています。大量購入について本人は、「嗜好品の制限が無い」と話され、スタッフ説明に不機嫌となる事見られています。

帰院した際、大量の菓子をスタッフが預かっていますが、賞味期限も4/16（木）の物が多く、食事の制限もある方であり、ご家族様に返還するべきだったのでは無いかとの意見聞かれています。再度来院していただくには、自宅が遠い為、ご家族様の負担になる事も考えられます。今後このようなことが無い様、関ったスタッフは気をつけていきましょう。

＜川端Ｄｒ診察＞

· 「お花見」の参加については全員許可出ています。

摂取カロリー制限のある方は範囲内での摂取としています。

・柳杭田　かつ子様～先日の外泊時のご家族様より情報のあった手の振るえについて情報提供し様子観察としています。

・清川　厚子様～外泊後の気分の落ち込み・食事拒否・プログラムの不参加について、情報提供しています。理由について「分からない・これからどうしていいのかも分からない」と話されています。主治医よりプログラムへの参加・食事の摂取を行っていくよう伝えています。

　　　　　　　　本日夕食後より　加味遍遙散3Ｐ　3×7日分　夕食後　臨時処方緑内障改善目的により、カタリンＫ点眼薬　1本処方となっています。

・戸賀沢　潔様～他患者様へ煙草の要求をし、受け取っていた事情報提供しています。本人「煙草をすいたい」とはなされ、1日10本吸ってよいと許可でています。今後、煙草のやり取りがあった際は、時間を決め、1本ずつ渡していく事になり、それでも守れなかった場合は閉鎖病棟へ移動となる事本人へ伝え了承しています。

・浅野　秀子様～昨日、ご家族様より、来週面会に来るが、本人へは、まだ伝えな　　　　

いで欲しいとのとの電話があった事情報提供しています。　

　　　　　　　　主治医より、ご家族様への連絡について、1週間様子をみて、来なかったら連絡してみる様伝えています。

・小坂　君子様～診察時、耳栓をされており、理由について、「幻聴が聴こえてき　　　

て響く。耳栓をする事で軽減する」と話されています。主治医より、今後の幻聴の悪化について注意して観察するよう話しています。

・木村　梅子様～ゴールデンウィークに2泊3日の外泊の希望聞かれており、主治医より許可出ています。ご家族様への連絡は、本人から電話する様説明しており、本人了承されています。

＜皮膚科＞

・滝澤　久江様～皮膚科処置全て止めとしています。今後入浴の際に、皮膚の状況の確認をこまめに行ない、悪化時は報告する事にしています。

・柳杭田　かつ子様～爪周囲炎処置止めとしています。

・浅野　秀子様～皮膚科処置全て止めとしています。

・稲垣　恵利子様～爪白癬について改見られている為、4/16（木）朝食後からケルガ-錠止めとなっています。　　　　

ケルガー軟膏の処置に付いては継続し、行っていく事としています。

・東海林　康之様～明日の朝食後薬よりケルガ-錠止めとしています。

・山火　るい子様～ベンチ腫止めとしています。

＜退院療養検討会＞

・佐藤惠圀様の退院療養検討会を行っています。

　本日、本人と話し合い、初外来の日時を設定しています。

　4/23（木）9：30とし、その後の外来受診の周期については、自宅から距離があるため、主治医と相談し決めていく事にしています。

＜事故分析＞

· 坂本　秀男様

3／29（日）昼食後薬服用時、夕食後薬を服用する服薬管理上の事故がありました。

本日、医療事故対策委員を交え検討しています。

ヒューマンエラー

· 思い込み→～じゃないか・確認をしない

· 勘違い　→誤った認識

・今回のケースについては、服薬担当スタッフが服薬の確認をしながら、食事の発注のため、パソコンを使用していたことがあげられています。

システムの問題点として

· 服薬担当者が2つの業務を行なっていた。今後、服薬の担当についたスタッフは、ほかの業務を行なわないシステム作りが必要。

· 薬の担当業務について、周りがサポートする意識が必要。

· 円滑に業務が行なわれるため周りのサポートが必要。

· 薬に限らず、他のスタッフが何をしているのか把握する必要がある。

今回のケースでは、システムの改善・全スタッフの薬の対しての重要性の薄さが上げられています。業務の中で、スタッフ間での連携を円滑にできるよう、個々で意識し業務に取り組んでいく必要があると思われます。

今後このようなことが、無い様、2重確認・指差し確認は勿論、薬・業務についても意識し、スタッフ全員が業務を円滑に出来るよう取り組んでいきましょう。

















































